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はじめに 

私たちが暮らす熊本県は、豊かな地下水とそれを育む雄大な阿蘇、天草の海や有

明海、八代海など豊かで多様な自然に恵まれています。 

 

今年は、水俣病が公式に確認されてから７０年という節目の年となります。私た

ち熊本県民は、公害の原点と言われる水俣病を通して、環境破壊の恐ろしさとその

復元の困難さを教訓として学びました。この教訓を国内外に広く発信するととも

に、快適な環境を創造し、それを次世代へ引き継ぐことは、私たちの重要な責務で

す。 

 

こうした中、地球温暖化やそれに伴う気候変動によって生じる様々な環境問題へ

の対応や、近年の半導体関連企業の県内進出などを契機とした地下水の保全に向け

た取組み等の重要性が高まっています。 

 

熊本県では、こうした環境を取り巻く状況を踏まえ、「第七次熊本県環境基本計

画」を策定しました。 

本計画では、第四次熊本県環境基本指針に定める、「ゼロカーボン社会」「循環型

社会」「自然共生社会」「安全で快適な生活環境」「様々なリスクに備えた社会」とい

う５つの目指すべき目標を実現するため、分野ごとの現状、課題及び施策の方向性

を示しています。 

 

熊本県の豊かで多様な自然と共生し、快適な環境を未来に引き継いでいくために

は、県民、事業者及び行政が連携し、一人一人が環境に配慮した行動を実践してい

くことが欠かせません。 

 

熊本県では、本計画に沿って、環境施策の総合

的かつ効果的な推進に努めて参りますので、県民

の皆様の御理解と御協力、そして積極的な御参画

をお願い申し上げます。 

 

令和８年（２０２６年）３月 

 

熊本県知事 木村 敬  
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